
薬学６年制が実施された背景には、科学技

術などの進展により、切れ味の鋭い医薬品が

医療用を中心に開発されてくる一方で、これ

ら医薬品の使用に当たっては、安全性への配

慮をさらに強めなければならないという状況

がある。それを担保できる質の高い薬剤師が

養成され、調剤を含め、医療により深く参

加・関与していくことが求められている。

今回の薬学教育６年制移行は、薬学教育に

とってターニングポイントであることは間違

いない。その意味からも、薬学部・薬学生に

かけられる期待は大きい。

例えば今年度に入学した６年制１期生は、

「新しい薬学教育のパイオニア」だという見

方がある。パイオニアだからこそ苦労する場

面も多々あろうが、それ以上に大きな「やり

甲斐」に満たされるはずだ。

また、薬学教育の中心は学生だという認識

を持ち、６年制の１期生となった意義や意味

を感じながら、大学と一体となって、薬剤師

に対する従来のイメージから一歩踏み出し

て、新しい薬剤師像を創り上げることにチャ

レンジしてほしいという関係者の強い願いも

ある。

さらに６年制という制度が、①医療が高度

化している中で、それに対応しつつ医師や看

護師と一緒に仕事ができ、医療の向上に役立

つ薬剤師を養成する②創薬の研究者を育成す

る――という２つの目標を掲げている観点か

ら、「入学生には広く薬学、薬を通じて人の

生命に、あるいは具体的な治療に関わってい

く、そういった大きな視野で学んでほしい」

との期待も寄せられている。

加えて医師等からも、現在の医療界全体に

ある閉塞感を打ち破る１つのきっかけとし

て、薬剤師職能と薬局機能の拡大に期待感が

示されている。そのため医師サイドにも、薬

学教育６年制が充実した内容で展開されるこ

とを望みたいとの意見が出ている。

一方で、４年制のレベルアップも不可欠で

ある。４年制卒であろうが６年制卒であろう

が、薬剤師であることに変わりはない。社会

が望んでいるのは、優れた医薬品が登場し、

それが適正に用いられて、病気の克服へ進む

ことである。４年制卒も６年制卒も、その同

じ目標を目指すことになる。

いずれにしても、薬学教育は新たな世界へ

歩み始めた。2006年は、100年を超えるわが

国の薬学教育史に、エポックを画する年にな

るだろう。将来の薬学、医療、薬業を担う人

材として、社会は薬学生に大きな期待と希望

をかけている。薬学生はその期待を胸に努力、

邁進してもらいたい。
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「質の高い薬剤師」は社会の要請

薬学教育に様々な分野が注目
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医療界の閉塞感打破する契機に


